
　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、詳しくは各
問合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細は Web 版に掲載 
しております。ぜひご覧ください。http://www.manabinome.com/

「学び」イベント情報 募集中!!

掲載料は無料です。

研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！
研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

1
JAN

11月17日（土）〜4月14日（日）特別展「コメどころ仙台
〜コメの生産と消費の歴史〜」

仙台市歴史民俗資料館 （入館は 16:15 まで）

9:00

▲

16:45

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~rekimin/

場　所

主催者

URL

問合先

12月  4日（火）〜3月  2日（土）第 35 回企画展
「実を結ぶ交流電化『43.10（よん・さん・とう）』
ダイヤ改正と東北の鉄道」

東北福祉大学・鉄道交流ステーション

10:00

▲

16:00

Tel 022-728-6612東北福祉大学・鉄道交流ステーション
https://www.tfu.ac.jp/rmlc/

場　所

主催者

URL

問合先

1月15日（火）〜2月15日（金）東北大学キャンパスにおける
遠古の文化
―青葉山遺跡群と芦ノ口遺跡―

東北大学史料館（土日祝は休館）［1/17 13:10 〜 /15:00 〜ギャラリートークあり］

10:00

▲

17:00

Tel 022-217-4995東北大学埋蔵文化財調査室
http://web.tohoku.ac.jp/maibun/

場　所

主催者

URL

問合先

1月19日（土）講座仙台学 2019「仙台のスポーツボラ
ンティアと東京オリパラ」
講　師　村松　淳司（東北大学多元物質科学研究所教授）

東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月19日（土）講座仙台学 2019「マルチ人間大槻文彦
―その仙台の文化への貢献―」
講　師　後藤　斉（東北大学文学研究科教授）

東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月20日（日）縄文講座「砂丘につくられた縄文晩期の
大規模墓地―五所川原市五月女萢遺跡―」
講　師　榊原　滋高（五所川原市教育委員会社会教育課）

仙台市縄文の森広場体験活動室 1 80 名（先着）

13:30

▲

15:00

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月20日（日）仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科 公開サイエンス
講座　第 3 回「はやぶさ 2 で探る 太陽系と生命誕生の秘密」
講　師　大谷　栄治（東北大学名誉教授）・中村　智樹（東北大学大学院理学研究科教授）

仙台市天文台加藤・小坂ホール 50 名程度

14:00

▲

16:00

Tel 022-391-1300仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月23日（水）ろうさい医イはなし「肝臓がんについて」

講　師　野村　良平（東北労災病院消化器外科副部長）
東北労災病院 1 階 待合ホール

13:30

▲

14:15

Tel 022-275-1467東北労災病院地域医療連携室
http://www.tohokuh.johas.go.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

トワイライトサロン 
「天文台長土佐誠の宇宙が身近になる話」

講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）他
仙台市天文台　オープンスペース

17:00

▲

17:45

Tel 022-391-1300仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

毎週土曜日

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

3
MAR

第 32 回「耳の日」イベント

講　師　宮崎　浩充（仙塩利府病院）・織田　潔（東北労災病院）
仙台市急患センター・仙台市医師会館 2 階ホール

10:00

▲

12:00

Tel 022-717-7304日本耳鼻咽喉科学会宮城県地方部会・宮城県耳鼻咽喉科医会
場　所

主催者 問合先

3月  3日（日）れきはく講座第 5 回「手仕事の技を繋ぐ」

講　師　小谷　竜介（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月10日（日）れきはく講座第 6 回「東北地方の土偶」

講　師　千葉　直樹（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月15日（金）第 57 回リベラルアーツサロン：相関関係
と因果関係を考える〜入門計量経済学〜
講　師　若林　緑（東北大学大学院経済学研究科准教授）

東北大学片平キャンパス片平北門会館 2 階エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月16日（土）宮城大学公開講座：第 12 回「酵母と人の関わり，そ
の驚異の力　〜食品・お酒，健康から環境問題まで〜」
講　師　笠原　紳（宮城大学食産業学群教授）

宮城大学大和キャンパス　オープンスタジオ 30 名

10:00

▲

12:00

Tel 022-716-6692宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3月16日（土）公開シンポジウム
「消費者の心理をさぐる」
講　師　元木　康介（東北大学）他

東北大学川内キャンパス（A エリア）講義棟 A 棟 A200 教室 200 名

13:00

▲

17:00

Tel 03-3814-3953公益社団法人日本心理学会
https://psych.or.jp/event/sympo2018_shohi/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3月17日（日）れきはく講座第 7 回
「みちのくの金―北上山地を中心に―」
講　師　千葉　正利（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館 3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月22日（金）第 162 回サイエンスカフェ：
合成化学で機能を創る
講　師　瀧宮　和男（東北大学大学院理学研究科教授）

せんだいメディアテーク 1 階 オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月24日（日）仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科 公開サイエ
ンス講座　第 4 回「天の川銀河誕生の新たな描像に迫る」
講　師　千葉　柾司（東北大学大学院理学研究科天文学専攻教授）

仙台市天文台加藤・小坂ホール 50 名程度

14:00

▲

15:30

Tel 022-391-1300仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3月  3日（日）

3月  2日（土）学びのオープンキャンパス（教養学部 30 周年記念）　
卒業研究の発表と公演・ミニシンポジウム
講　師　六華亭遊花、金菱　清（東北学院大学教養学部教授）他

東北学院大学泉キャンパス

13:00

▲

16:30

Tel 022-375-1121東北学院大学教養学部設置 30 周年記念事業実施委員会
http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第43号／発行日2019年1月5日
企画・編集　「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付　電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

2019年4月5日発行予定
おじゃまします
学びの庭に

川又進　佐藤曜　菅野麻実　三上志穂「まなびのめ」編集部

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙は責任をもって管理された森林から作られたFSC®認証紙を使用し、
インキは環境にやさしい植物油インキを使用しています。

  

 ⓒ笹氣出版印刷株式会社　無断で複写、複製、転載することを禁じます。

TAKE FREE 無料
ご自由にお持ち帰りください。

発行／

図書カード懸賞付
クイズあります

詳しくは中面へ

http://www.manabinome.com/

Web版Web版
随時更新中！随時更新中！ まなびのめ

おじゃまします
学びの庭に

体操と微笑みが健康を作る

鈴木　玲子 先生
東北福祉大学 予防福祉健康増進推進室 特任准教授
［運動学・健康福祉学］

災害時に健康を保つのは絆

小坂　　健 先生

東北大学大学院 歯学研究科 教授
東北大学災害科学国際研究所 教授
［公衆衛生学］

43第 号2019. 1
季刊誌

これからの主な「学び」イベント39件掲載！
「学び」イベントに行ってきました
名著への旅

Voice Park

『こども東北学 （よりみちパン！セ）』
（山内明美）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

第44回 名著への旅

　生きることは食べることだ。生きるためには食べる
ことが必要であるならば、なにを食べるのかについて
考えなければならないし、誰がそれを作るのかについ
ても考えなければならない。東日本大震災、とくに原
発事故のあと、「東北」で食べものを生産している人び
とは大きな影響を受けてきた。
　世の中が便利になることは決して悪いことではない。
しかし、便利さを求めるのはいい生活を送るための手
段であって、それ自体が目的ではない。著者の山内明
美さんは目的と手段が転倒してしまった現代の社会に
対して、生きることは食べることという非常にシンプル
な、けれど根本的な視点から向き合おうとしている。
　山内さんが取り上げるエピソードはどれも悲しい部
分がある。山内さんの身近な人びとの話から、安藤昌
益や宮沢賢治といった思想家、作家の著作まで。「東北」
に生きた人びとの物語はどこかで悲しさやつらさが埋
め込まれている。濃密な反面古臭くも感じる人間関係
や、恵みをもたらす一方で厳しさも見せる自然環境と
いうような「東北」の世界がそうさせているのだろう。
　豊かさが追求されるなかで、さまざまな形でそこか
らこぼれ落ちてしまった人びとの悲しさ。これから生ま
れる命がまっとうに生きることのできる社会には、こう
いった悲しさがなければいけないのかもしれない。（隼）

『こども東北学
（よりみちパン！セ）』

山内明美 著
イースト・プレス
(2011年11月17日　初版発行)

オブザーバー：笹氣義幸　寺田征也（明星大学)　佐々木隼相（東北大学大学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　                             協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

次 号
テーマ   ：

シリーズ「東日本大震災」【8】  ─健康・衛生─シリーズ「東日本大震災」【8】  ─健康・衛生─
　研究者インタビューや
「名著への旅」をご覧に
なり、「この著書を読ん
でみたい！」と思ったら、
Amazon で購入可能な
ものはWeb版にバナー
がありますので、即注文
できます。すぐに書店に
は行けない、という方に
オススメです。

「まなびのめ」Web版へ、ようこそ！

「国際交流」「国際交流」



おじゃまします
学びの庭に

シリーズ「東日本大震災」の第 8回は「健康・衛生」をとりあげます。
震災以前から地域の健康増進に携わっていた東北福祉大学の鈴木玲子先生。
非常時には、普段から積み上げた信頼関係が大きくものを言うということが感じられるお話です。

体操と微笑みが健康を作る
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2019年2月28日　当日消印有効

懸賞懸賞

Q.1  鈴木玲子先生が振り付けたロコモ予防体操。元になった歌のタイトルは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。小坂健先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。小坂健先生の記事もご覧ください。

懸賞

 避難所で身を縮めた夜
　2011年3月11日の地震発生時は、大学のステーションキャ
ンパスにいました。大学のある国見地区の方々向けに、研究事
業の報告会を行っていたのです。会場が8階だったこともあっ
て揺れは大きく、天井の照明器具が落下したり、大きな壷が倒
れて割れたりしました。
　私は12名の参加者の皆さんの安全に責任があります。「テー
ブルの下に入って頭を守ってください」と叫びましたが、四つ
んばいの姿勢でも体が勝手に動いていってしまうほどの揺れで
す。テーブルの下でお互いに手をつないで支え合いました。揺
れが収まると職員の方が駆けつけてくださいましたが、停電で
エレベーターは使えません。みんなで階段を下り、無事外に出
ることができました。
　学生の安否確認などを終えてから帰宅しました。家の中はめ
ちゃめちゃで、床はガラスの破片だらけです。息子たちと一緒
に榴岡小学校に避難しましたが、仙台駅から近いこともあって
大混雑し、横になって足を伸ばすこともできません。2夜を過
ごした後、自宅に戻って片付けを始めました。
　石巻に単身赴任中だった夫とは、なかなか連絡が取れません
でした。震災以前には私の方が毎週石巻に通って夫の宿舎に泊
まっていましたが、海と川に近く、しかも夫は当日、気仙沼に
出張していたのです。連絡が取れたのは 3日目で、岩手県経
由で途中津波でやられた車を乗り捨て仙台にたどり着きまし
た。当時のことを思い出すと、今でも涙が出そうになります。
　東北福祉大学に着任した 2005 年以来、私は研究だけでな
く市民向けの介護予防事業に携わってきました。所属している
「予防福祉健康増進推進室」は、健康増進プログラムの開発や
地域貢献を事業の柱にしている大学の組織「社会貢献・地域連
携センター」の中にあります。皆さんに大学に来ていただくだ
けでなく、私や学生の方から各地に出向いて、講座や体操指導
を行ってきました。
　震災で大きな被害を受けた沿岸部は、まさに私たちが繰り返し
訪れていた地域でした。震災後、大学から「先生はこれまでのつ
ながりを生かして主体的に動いてください」と言っていただいた
ことには、本当に感謝しています。北は石巻市から南は山元町、
さらには福島県浪江町までを駆け回り、お世話になっていた方々
の安否を確かめるとともに、被災者支援に没頭しました。
　当時は道路が各地で遮断されていたため、石巻周辺を訪ね

る際は夫の部屋を拠点にさせてもらいました。宿舎の 1階は
津波で浸水しましたが、3階だった夫の部屋は大きな被害がな
かったのです。ただし夫も被災地復興事業で忙しく 3か月間
は互いに被災地へ出向く日々が続きました。

 出会いが生んだロコモ予防体操
　避難所で狭さに苦しんだ自身の経験から、最も氣がかりだっ
たのは、被災者のロコモティブシンドローム（運動器低下症候
群）、略してロコモです。体を動かさないと関節や筋肉の機能
が衰え、生活に必要な動作ができなくなったり転倒したりして
しまいます。特に高齢者は被災時でなくても、一日中家でテレ
ビを見るような生活を続けただけで、立ち上がったり歩いたり
が不自由になりかねません。
　ロコモティブシンドロームや、内臓脂肪が問題となるメタボ
リックシンドロームは、適切な運動を続けることで大きな予防
効果が期待できます。私は「健康・体力づくり事業財団」が認
定する健康運動指導士として、誰もが自分の心身の状態に合わ
せて、安全で効果的な運動を行えるようプログラムを作成した
り、指導したりする仕事を続けてきました。
　特に玄米を詰めた布袋をダンベルとして用いる体操は、高齢
者にも取り組みやすく効果が実感できると好評で、教室や体操
の会が各地に広がっています。もちろん震災後も、避難所や仮
設住宅の集会所で指導を行いました。
　また私は 2005年に設立した、「健康応援・わくわく元気ネッ
ト」というNPO法人の理事長を務めています。これは健康づ
くり活動に取り組む仲間たちが、出会い、ネットワークを広げ、
共に学び合う会です。研究機関や行政とも連携して、地域に貢
献してきました。
　こうした活動で知り合った研究者、自治体職員、保健師さん
らとの結びつきは、震災時にも大いに機能しました。関係する

団体や個人が情報を交換することで、被災者ファーストの支援
活動を展開することができたのです。被災者に高い評価をいた
だいたロコモ予防体操も、こうしたつながりから生まれました。
　まず、整形外科医である佐々木信之先生のアイデアに基づい
て、神戸から被災者支援に来てくださった音楽家のリピート山
中さんが「ロコもかしこもサビないで」という歌を作ってくだ
さいました。コミカルな「ヨーデル食べ放題」というヒット曲
もあるリピートさんは、健康増進ソングや、医療関係者や患者
さんを励ます歌でも有名です。
　日本整形外科学会によるロコモのチェックポイントは、「片脚
立ちで靴下が履けない」など7つ。歌詞にはこれが織り込まれ、
歌を聞いた私が「これを体操にしましょう」と提案したのです。
佐々木先生は大賛成してくださり、私が振り付けをしたロコモ
予防体操が生まれました。歌詞を口ずさみながら片脚立ち運動
やスクワットを行えば、楽しく足腰を鍛えることができます。
　被災地の方々に紹介すると大好評で、指導者役を買って出て
くださる方も次々と現れました。作者である私たちは制作者と
して作品を拘束することなく皆さんの健康づくりのためであれ
ば、自由に広めていただけます。インターネット動画でも見ら
れますので、ぜひ活用してください。

 つながりで災害に備える
　私は福島県で、教師である両親の下に生まれました。小さい
時は親が勤める小さな小学校に隣接した宿舎に住んでいて、放
課後も子どもたちが家に集まって来るような環境です。その中
には心身に障害のある子もいましたが、私は氣にせず仲良く付
き合っていました。
　親の影響もあって教員を目指してからは、障害者体育を専門
的に勉強するようになります。器械体操やダンスには子どもの
時から親しんでいましたが、私は優秀なスポーツ選手だったわ
けではありません。母校である日本女子体育大学では、みんな
に付いていくのがやっとでした。しかしその経験が、誰もが取
り組みやすいよう体操を考えたり指導したりする時に生きてい
ます。
　卒論では自閉症やてんかんの人向けの体育指導をテーマに選
び、卒業後は学校ではなく精神科の病院に勤務しました。仕事
をしながら勉強を続け、東京医科歯科大学の解剖学研究員とし
て学んだり、東北福祉大学の大学院生を経て、今があります。
　運動の指導では、喜んで取り組んでいただけることが大切で

す。私は体操を考える時は遊び心を取り入れて工夫しますし、
指導する時は自分が笑顔であるだけでなく、受講者の皆さんに
も微笑みを交わし合うようお声がけしています。受講者の方々
には「楽しい」「大学の先生とは思えない !?」とよく言われま
すし、保健師さんなど共に活動する方々からは、「先生を見て
いると『やってあげなければ』という氣持ちになる」と言われ
ています（笑）。
　実は、こうした親しい関係作りこそが、人が健康を保つ上で
大きな意味を持っているのです。災害時に限らず、人が健康で
あるために最も大切なのは「ソーシャルキャピタル」に他なり
ません。直訳すれば「社会関係資本」ですが、私は「意識的に
作るべき人のつながり、それが地域の財産」と説明しています。
　一人暮らしの高齢者がロコモにならないためには、本人が自
ら体を動かす必要があります。しかしそれ以上に見守り、声を
かける人の存在が欠かせません。また災害時には、避難所や仮
設住宅でのコミュニティ作りが、健康の維持に決定的な役割を
果たします。被災者一人ひとりの状況と個性に目を配り、聞
き、話し、手に触れ、一緒に体を動かすための人間関係や仕組
みは、平常時にこそ作っておく必要があるのです。
　今これをお読みの皆さんも、どうかつながりの大切さについ
て、ぜひあらためて考えてみてください。
（取材＝2018年 11月 10日／東北福祉大学　
� 仙台駅東口キャンパス地下 1階　仙台元気塾にて）

東北福祉大学 予防福祉健康増進推進室 特任准教授
専門＝運動学・健康福祉学
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特に運動グループへの参加は、体を動かすだけでなく、人とつ
ながりを持つことの影響が大きいと考えられます。
　災害時に限らず、人が健康であるために最も大切なのは「ソー
シャルキャピタル」です。直訳すれば「社会関係資本」ですが、
私は一言で「絆（きずな）」と説明しています。平常時の絆こ
そが健康を保つためのカギであり、絆の強化こそが、災害に強
い地域を作るのです。
　欧米では、たとえば英国が孤独問題担当大臣を新設しました。
日本は、前例のない少子高齢化と人口減の時代に入っています。
医療や福祉も、そして防災も、費用の抑制を目指すだけでなく、
未来を見据え、時代に合った仕組みに転換していかなければな
りません。
　厚労省は、地域包括ケアシステムの構築を進めています。認
知症になるなどして要介護状態になっても、最後まで住み慣れ
た地域で暮らせるようにしようというものです。具体的には介
護保険事業を通じて、医療・介護・予防・生活支援などの一体
的な提供を目指しています。
　この地域包括ケアシステムを、災害時にも機能するように整
備するべきだというのが私の考えです。こうした仕組みを通じ
て、地域共生社会を創造していくことが期待されています。ま
た、そのためには従来の薬の処方に代わる新たな戦略が必要で
す。どのように孤独を防いで、楽しいことができるかを考えて
います。例えば皆で踊ったり、歌ったりするだけで痛みを感じ
にくくなるというエビデンスも出ています。薬の処方になぞら
えて「社会的処方」と呼んでいます。病氣と治療法を追いかけ
てきた医学研究者たちの間にも、「人はどうすれば元氣になれ
るのか」という発想が広がってきました。市民の皆さんもわが
こととして、私たち研究者と一緒に考えていただければ幸いで
す。
（取材＝ 2018年 11月 9日／東北大学星陵キャンパス　歯学研究科
� 基礎研究棟 5階　国際歯科保健学分野セミナー室にて）

おじゃまします
学びの庭に

シリーズ「東日本大震災」―健康・衛生―のお二人目は、東北大学・小坂健先生。
震災前後にわたって生活と健康状態の関係を調査している「岩沼プロジェクト」から見えてきたこととは。
奇しくも、お二人の先生のお話から同じキーワードが聞かれました。

災害時に健康を保つのは絆
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞

Q.2   災害時に限らず、人が健康であるために最も大切なものとは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。鈴木玲子先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。鈴木玲子先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2019年2月28日　当日消印有効

 震災で備えの不十分さが明らかに
　2011年 3月 11日の地震発生時はこの建物、歯学研究科の
基礎研究棟にいました。当時研究室は 4階でしたが、ものす
ごい音がして強い揺れが続き、棚の本が落ちるなど部屋がめ
ちゃめちゃです。何とか外に出ましたが建物の損傷は大きく、
学生を避難させたり設備の被害を確認したりと対応に追われま
した。
　停電して情報はラジオが頼り。雪が降ってきたことも印象に
残っています。自宅はほぼ無事でしたが、子どもを迎えに車で
小学校に向かうと、信号が消えていて大渋滞です。
　家族と同じくらい心配だったのが、受け持ちの患者さんたち
です。私は歯学研究科に所属していますが、内科医として、訪
問診療を行ってきました。在宅患者さんのうち人工呼吸器をつ
けている方は、停電が命に関わります。お宅を訪ね、かき集め
たガソリンを届けて、車から電氣をつないで機器を動かすなど
してしのぎました。
　歯学研究科に、震災で亡くなった方々の身元確認のために、
歯科医師を派遣してほしいという要請が来ました。宮城県警か
ら県の歯科医師会に依頼があり、大学院と大学病院の歯科部門
も協力したのです。歯学研究科では震災3日後には体制を整え、
のべ 200 名を超える歯科医師を派遣しました。歯科医師免許

を持つ大学院生たちにも行ってもらったのですが、多数のご遺
体の歯型を記録するという過酷な仕事です。PTSD（心的外傷
後ストレス障害）が疑われる院生もいて、回復に尽くしました。
　東日本大震災では治療を受けた方だけでなく、避難所で過ご
した方、自宅にとどまらざるを得なかった方、被災者を支援し
た方など、多くの方が健康を損ねました。医療機関や医療関係
者も被災しています。災害医学の重要性については、私を含め
て多くの関係者が認識し、備えてもいたつもりでした。しかし
あれほどの災害に直面してみれば、平常時の想定や備えが足り
なかったと言わざるを得ません。
　専門分野や国境を超えた研究者の連携をさらに進めようと、
震災の翌年、東北大学に災害科学国際研究所が設置され、私も
メンバーになりました。災害医学研究部門の 8つの研究室の
うち災害口腔（こうくう）科学を担当し、歯や口の中の健康問
題から、より災害に強い社会を目指す研究に取り組んでいます。

 高齢者の生活を震災前後で比較
　私は大学卒業後、内科医として病院に勤務した後、大学院で
国際保健学を学び、主にアジアの開発途上国で調査研究を行い
ました。縁があって、博士課程の途中で国立感染症研究所に勤
務することになります。病氣の感染が爆発的に広がってしまう
アウトブレイクの専門家として、研究と医療体制の構築に携わ
りました。
　2001 年からは研究員として米国のハーバード大学に 1年
間留学し、帰国後は厚生労働省に勤務して、多くの政策に関わ
ることになりました。主に老人保健事業に携わり、介護予防の
導入、介護保険施設の報酬改定などを担当、また高齢者に多い
認知症やがんについて、国の取り組みを変更していく機会に恵
まれました。当時、完全徹夜の翌日終電で帰るという過酷な日々
が続きましたが、尊敬できる職員と皆で議論しながらエキサイ
ティングな日々を送れたことは今でも財産になっています。
　東北大学に着任したのは 2005 年です。現在は大学院の歯
学研究科、災害科学国際研究所の他に、スマートエイジング学
際重点研究センターと東北メディカル・メガバンク機構にも属
しています。
　こうした経歴もあって、宮城県など自治体の保健行政にも
関わらせていただいています。中でも岩沼市とのご縁は深く、
2008年からは共同で、介護予防プログラムの開発に取り組ん
できました。このプログラムは運動機能の向上、栄養の改善、

口腔機能の向上などを組み合わせた「複合型」である点が特徴
です。調理教室などを含むプログラムは、関係者の皆さんのお
かげで高く評価され、現在では全国に広まっています。
　高齢者のケアでは、一人ひとりに向き合うことがもちろん大
切です。しかし行政が予算や人員を割り当てるには、全体的・
客観的なデータが欠かせません。2010年、私たちは岩沼市と
共に、高齢者を対象とする大規模な調査を開始しました。当時
全国の約 30市町村が参加して行われていた「日本老年学的評
価研究（JAGES）」というプロジェクトの一環です。
　自治体の高齢者ケア政策の基礎となる科学的知見を得ること
が目的で、医学・疫学だけでなく経済学や地域計画学などの研
究者も参加しています。調査は 3年ごとに行われ、経年変化
や自治体間の比較による、質の高いデータを得てきました。現
在は研究機構が常設され、参加市町村は約 40に増えています。
　中でも第 1回の調査の翌年に震災が発生し、市域面積の
48％が浸水するという大きな被害を受けた岩沼市のデータは、
きわめて重要な意義を持つことになりました。この調査では要
介護者を除く全ての高齢者について、生活と健康状態の関係を
調べます。震災後の 2013年と 16年にも調査した結果、被災
された方の生活が健康に及ぼす影響がデータで明らかになりま
した。米国の国立衛生研究所からも資金提供を受けられること
になり、「岩沼プロジェクト」として現在も研究を継続中です。

 絆の強化が災害に強い地域を作る
　「岩沼プロジェクト」で得られた知見のいくつかを、簡単に
ご紹介します。
　自宅に住めなくなった被災者は仮設住宅への転居を心待ちに
しますが、入居先は公平性を保つため、抽選などで決められる
のが一般的でした。しかし岩沼市では可能な限り、集落を維持
した町内会単位で入居先を割り当てたのです。こうして「集団
入居」した方は、抽選などで「ランダム入居」した方より、精
神状態が良い人が 2.5 倍も多いことが分かりました。
　しかし、決して良い住環境とは言えない仮設住宅への入居者
は、転居せずに済んだ人、みなし仮設や新居に転居した人に比
べて、うつを発症するリスクが約 2倍でした。家を失ったこ
とだけでなく、仕事を失ったことや、震災直後に精神科を受診
できなかったことも、症状を悪化させることが分かっています。
　一方、運動グループに参加したり歩いたりすることが、精神
面の改善に好影響があるらしいというデータも得られました。

東北大学大学院 歯学研究科 教授
東北大学災害科学国際研究所 教授
専門＝公衆衛生学
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仮設住宅の聞き取り調査




